
































































































































































































































































ツはその生涯の晩年の十二年間、すなわち一八一八年 ら三〇年にかけて、 『戦争論』の完成に向け 「精魂こめて打ち込んだ」 。というのも「これを完成させ ことが彼の最大の願いであった」からである。それに至る前の一八一〇年、クラウゼヴィッツは士官学校の教官に就任し、一八一六年からは「学問的研究に没頭」す
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『戦争論』でクラウゼヴィッツは「軍事的諸現象の本質を探究し、それらの諸現象を構成している事物の本性とそれら諸現象との関連を示そう」としているが、その際 哲学的帰結を決して避けたわけではなかった」としている。ここは『戦争論』の方法論に関連する重要な言及であるが、こ 箇所を篠田は、 「いか る場合にも思考の一貫性を追求した」と訳している。原文は
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いうわけでないと思われる。中島・前掲書、竹田青嗣『完全解読・カント「純粋理性批判」 』 （講談社、二〇一〇年） 。
（
18）　

































シュティーク・フェルスタ （鈴木健雄訳） 「 『戦争論』
―
現代軍事史についての諸考察」トーマス・キューネ、ベンヤ

























ler, 1991. レイモン・アロン（佐藤毅夫訳） 『戦争
を考える
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aret, op. cit., p. 152, fn. 5.
（
31）　「著者の序言」 『戦争論』上巻、一四―一五ページ。
（
32）　「序文」 『戦争論』上巻、五ページ。
（
33）　「覚え書」 『戦争論』上巻、九ページ。因みに篠田訳では「戦争は政治的手段とは異なる手段をもって継続される政治にほかならない」としている。
（
34）　「覚え書」 『戦争論』上巻、一一―一三
（
35）　
O
n W
ar, p. 70.
